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　　　　　　　　　　　　　Abstract
　The marginal part of the Karatsu-oki Submarine Valley, which is newly named here, was
surveyed, and 18 bottom sediments samples were collected off the Karatsu Bay.　These
samples were analyzed mechanichally. and there are rather well-sorted coarse and medium
sands. Medium sand is mainly ｅχsistedin the Valley, and coarse one is at the‘restpart｡
　Total numbers of molluscan shells in the sediments are also caliculated, and the shell
fragrhents are mostly of pelecypods which are abundantly exsisted at the north western part
of the surveyed sea-area, in the coarse sand. On the contrary, shel! fragments are few
in the medium sand in the Valley.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．は　じ　め　に
　極めて浅い海域における海底堆積勁（底質）の分布状態を明らかにするために，北部九州福岡県
沖の玄界灘を選んだ．そしてその１として，福岡市北東方約20kmの津屋崎町北方の底質につい
て述べた（満塩, 1981).その２として，福岡市西方芥屋沖の底質分布について報告し（満塩，
1982),さらにその３として，同海域の野北沖の底質について述べた(Mitsusio, 1983).ついで
その４として，福岡湾湾口部の底質および貝類遣骸について報造した（満塩, 1983).
　ここでばその５として，唐津湾北方沖合約10kmで，かつ，糸島半島沖の燈台瀬西方海域の底質
について述べる．当海域は，ここで新らしく命名する「唐津湾沖海底谷」のほぼ末端にあたってお
り，福岡県水産試験場の漁礁設置調査の一環として行われたものであ‘る．
　当海域付近の底質については，満塩(1965 a）によって述べられ，さらに南方の唐津湾内の底質
についても述べられた(Mitsusio, 1967).さらに，大嶋ら(1975)は対馬から当海域付近の底質分
布図を出版している．また，当域南西方の芥屋沖（満塩, 1982),および，野北付近( Mitsusio,
1983)の底質分布も述べられている．
　この報告をなすにあたり，福岡県水産試験場の方がた特に，力武常夫氏・故野中進氏にお世話に
なり，厚く感謝する．
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Fig. 1. Index map showing the surv!3yed sea-area
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　前述のように福岡県水産試験場によって，燈台瀬西方のAO ・ＢＯ点を中心にして調査された．
中心のSt. AOと　St. BOからそれぞれ半径１マイルおよび0.5マイルの調査円か設
定され，それぞれ16方位に走航し，200kc魚群探知機一（産研ＮＴＢ型）を使用して，海底地形
が調査された．また，底質はSK式ドレッヂにより, Fig. 2のように各円から９点で合計18点が採
集された．底棲生物は各採泥点･St.において，神谷式ドレ’ツヂによって採集された．調査範囲
は約2.5kmx 6 kmにわたり，最深部は南端の約48mのくぼみで，最浅部は南西端の35mであ
る(Fig. 2).　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ ･I
　底質は乾燥後に，約200gを秤取して標準飾によって粒度分析が行なわれ，底棲生物は種類と量
が調べられた．
　粒度分析の結果は，シャープのマイコンMZ500によってヒストグラム･をえがく処理をするとと
もに，半対数確率紙上に積算曲線をひいた．そして, Inman (1956)の方式によって，堆積パラメー
ターを求めたご
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Fig. 2. Bottom topography and sampling stations. Depth in meter. Al｡sampling station
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　　　　　　　　　　　　Ⅲ．結果および考察
当調査海域付近の水塊の性質や恒流についてはすでに述べている（満塩, 1965 a; 1983)ので，
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これらを参照されたい．
　また，当域付近の海底地形の概要についても満塩(1965 a）に報告されているが，ここでは今回
発見された「唐津湾沖海底谷」について記述しておく.唐津湾内(Mitsusio, 1967)には東部の
加布里港の水深lm等深線よりほぼ西方に等間隔で水深が深くなっていき，湾中央部の水深約
25m線まで連続している．ここから水深はほぼ北西方に深くなうていき，水深32m線まで続く．
そこからさらに水深32m線は北北東方に向かい，水深42mまで連続する．ここからこの海底谷
は東と西に分岐し，西方分岐谷はさらに北西方に連なっていって，末端部は水深45～46mの海盆
となる．また，東方分枝谷は，分岐点より北東に向かい，水深47～48mの海盆となる．
　当調査海域はこの海盆の一部であり，最深部は-48mの水深である．この海盆は北東方に
-43m付近まで浅くなっていく．南東方のSt. B2付近には-40m等深線がほぼ南西～北東
にのびている．いっぽう当域の南西端St. B4ｲ寸近ではｊ調査海域中で最も浅い― 35mの深
度がある．これはその西方の-23inの暗礁に接続する部分である. -41m等深線はこの暗礁から
北東方にほぼ平行に延びている．北北西端のSt.A8付近では, ―46mとなっている．
　なお，海図No. 1228によれば，当調査海域の北西方には昭和７年設置の漁礁があって，水深
が－34mあり，これが暗礁状の高まりとなって当海域の等深線にも出現して影響を及ぼしている
はずである．しかし，漁探の調査結果には現われていないので，ここでは海図の値ではなくて魚探
の結果を示しておく(Fig. 2).
Table l.　Data of partic】ｅsize distribution of the bottom sediments
No
AO
Al
Ａ２
Ａ３
Ａ４
Ａ５
Ａ６
Ａ７
Ａ８
BO
Bl
Ｂ２
Ｂ３
Ｂ４
Ｂ５
???（???
Depth　G　　S　　M
　（ｍ）（％）（％）（％）
　41.5　　2.9　97」　0
　42.7　11.4　88.6　0
　42.4　　1.0　99.0　0
　44.2　　0.2　99.8　0
　44.0　　4.9　95.1　0
　41 3　2. 7　97.3　0
44.0
41.7
41.7
44.3
40.9
39.8
47.7
35.0
44.4
42.8
46.3
42.3
1.7　98.3　0
8.4　91.6　0
0.9　99.9　0
3.4
4.9
5.0
0.4
2.3
4.8
2.7
2.2
6.9
99.6
95.1
95.0
99.6
97.7
95.2
97.3
97.8
93.1
0.2
0
0
0.2
???
0.6
0
Ｍｄφ　Ｍφ
0.46.
0.16
0.30
1.58
0.70
0.40
0.80
0.20
0.53
1.30
0.32
0.19
1.52
0.30
0.80
1. 10
1.31
0.28
0.51
0」5
0.36
1.56
0.67
0.40
0.74
0. 14
0.53
1.10
0.31
0.13
1.45
0.29
0.57
0.94
1. 14
0.23
（1φ　（Ｚφ　　Name
0.81　0.06
0.96 -0.01
0.68　0.09
0.55 -0.04
0.66 －0.05
0.73・0
0､72 -0.08
0.76 －0.08
0.66　0
0.68 -0.29
0.77･｡-0.01
0.66 －0.09
0.78 -0.09
0.6］－0.02
0.87 -0.26
coarse sand
???
medium sand
coarse sand
???
medium sand
carsesand
medium sand
coarse sand
0.74 -0,22　medium sand
].O8 -0.16　　　　　”
0,81 －0.０６　coarse sand
　粒度分析の結果については, Tab. 1に示されている．当海域の底質は粗粒砂と中粒砂からなっ
ており，これは糸島半島沖の底質と同様である（満塩, 1965 a）.
　また，これらの底質に含まれる疎・砂・泥の各含有量の最大値・最小値・平均値はTab. 2に
示されている．堆積パラメーターの最大値・最小値や平均値もTab. 2に示されている．
coarse
sand
-
medium
sand
極浅海域の底質，その５，唐津湾沖海底谷の末端部（満塩）
Table 2.
　Depth
　(ｍ)
max.min.avg･
44.4 35.0 41.7
-
47.7 42.8 45.1
Data of each bottom sediment
　　Gravel
　　　(％)
max.min.avg･
11.4　0.9　3.8
3.4　0.2　1.8
　　　　sand
　　　　(％)
max.min.avg･
99.1 88.6 95.5
99.8 96.6 98.2
O1　0　0
0.6　0　0.2
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　　　Ｍｄφ
max.min.a
0.80 0.16 0.42
1.58 1.10 1.36
　　　Ｍφ　，
max.min.avg･
0.74 0.13 0.39
1.56 0.94 1.24
　　　ぴφ
max.min.avg･
0.96 0.61 0.75
1.08 0.55 0.77
CZφ
0. 09 -0. 26 －0. 04
-0.04 -0.29 －O』6
Sample
　Ｎ０.
???????
??????????????
????
耐
lヽ
哨
?????????????????
13
－
5
Table ３．　Comparison of medium sand from some sea-areas.
Depth
　(ｍ)
max. 47.7
min. 42.8
aｖｇ･45.1
max. 17.5
min. 11.5
avg.　14.1
max.　18.1
min.　５．０
avg.　　９．６
max. 16.2
min.　5.2
avg.　10.2
-
ｍａχ、6.0
min.　0
avg.　　2.6
-
max. 38.9
min. 30.0
aｖｇ、33.8
　Ｇ
(％)
-
3.4
0.2
1.8
514
2.1
3.7
26.58
　0
　3.24
0.60
0
0.16
6.2
0.1
1.07
3.6
0
0.8
　S
(％)
-
99.8
96.6
98.2
97.8
94.5
96.2
99.98
73.38
96.70
99.99
98.43
99.66
99.9
93,8
98.9
99.9
96.3
98.9
Ｍ
(％)
0.6
0
0.2
0.1
0.1
0.1
0.06
0.01
0.04
0.13
0.01
0.05
0.03
0
0
0.3
0
0.1
Ｍｄφ　　Ｍφ
1.58
1.10
1.36
1.82
1.01
1.35
-
1.70
1.10
1.48
-
1.64
1.28
1.52
1.94
1.60
1.74
-
1.89
1.60
1.73
1｡56
･0.94
1.24･
1.45
0.81
1.04
　１
－０
　１
71
03
35
1.65
1.24
1.51
-
1.92
1.55
1.74
-
1.86
1.33
1.68
４ (Zφ
Sample
　Ｎ０.
1.08　-0.04
0.55　-0.29　　5
0.77　－0.16
1.33　-0.02
0.95 -0.41　3
1.18 -0.24
1.67　0.08
0.24　－0.68　15
0.49　－0.09
0.37　0.04
0.2,4　－0.11　　8
0.29　0.02
0.51　　0.37
0.32　－0.11　　14
0.42　0.01
1.03　0.10
0.40 -0.37　10
0.53 -0.04
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max. 58　　　7.3　　98.9　　1.9
min. 14　　　1.1　　92.6　　0
avg.　29.1　　4.5　　95.0　　0.5
1.84　1.82　1.06 -0.02
1･.01　0.70　0.57 -0.48　8
!.37　1､18　0.74 -0.18
　Ａ．粒径分布
　粗粒砂は当海域の大部分を占めており，含疎量は最大ll-.4%,最小0.9％で平均値は3.8％あり，
含砂量は最大99.1%,最小88.6%で平均値は95.5%であるレ含泥量はすべてＯである．
　中粒砂は唐津湾沖海底谷末端部の海盆中に分布している．含疎量の最大値は3.4％で，最小値は
0.2％，平均値は1.8％である．含砂量の最大値は99.8%,最小値は96.6%で，平均値は98.2%と
なる．含泥量は最大値0.6％で，最小値はＯとなり，平均値は0.2％である．
　このうち中粒砂は，筆者のこれまで調査した海域には最もふつうにみられるものであるから，こ
れらについて比較を行ない，これをTab. 3に示している．
　当海域の中粒砂は，福岡湾々口部（満塩, 1983)のものより分級は悪く，糸島沖（満塩, 1965
a）・野北沖(Mitsusio, 1983)・津屋崎北方（満塩, 198!）・芥屋沖（満塩, 1982)の順に続く．
また，αφ値は福岡湾々口部が最小で，当海域のものは津屋崎沖のものについでいる．ついで，
野北・糸島・芥屋・津屋崎北方と大きくなる．　　　　　レ　　　　　　．
　このような堆積パラメーターの差異は，同一の中粒砂の粒径を示すものであっても，堆積環境の
差異に起因するものである．すなわち，中粒砂は経験的にはいろいろな堆積物のなかでは最も分級
のよいものであるのがふつうであるが，当海域ではむ･しろ分級が悪く，より外海でより広範囲の海
域の底質ほど分級が悪くなる傾向がある．
　B.底質分布
　当海域の底質は既に述べたように，粗粒砂および中粒砂からなっている．これらの分布は
Fig. 3 に示されている．
　中粒砂は当域の南部のSt. A3・ＢＯ・B6・Bj・i37に分布してい･る．その他の海域は
すべて粗粒砂となっている．これらの分布をFig. 2の海底地形図とくらべてみると明らかなよ
うに，水深約一44m以深の海底谷中に中粒砂が分布している．水深との関係については後述する
　(Fig. 8).
　また，これらの底質分布図を，満塩(1964 a）の糸島半島沖の底質分布図とつなぎあわせてみれ
ば，当海域の中粒砂はその東方の燈台瀬付近の中粒砂め分布に連続している．また，当海域の粗粒
砂も東方のそれにつながっている(Fig. 11).
　当海域における底質分布では，いわゆる完全な公海であるが範囲がせまいために，井内(1982)
の指摘するような約20kmの幅の細粒化の完結はみられないこまた，津屋崎北方（満塩, 1964 b;
満塩, 1981)のように内湾付近での細粒化現象もみられない．
　逆の現象の粗粒化現象は天草富岡付近（満塩, 1964)・高知県浦ノ内湾（半田・満塩, 1977;満
塩. 1979)・北アイルランドのベルファスト湾(Parker, 1982)・福岡湾々口部（満塩, 1983)な
どで報告されているが，当海域ではこのような例もみられない．
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3. Distribution of the bottom sediments off the Karatsu Bay.
　　St. station CS, coarse sand MS, medium sand
　Ｃ.堆積パラメーター
　堆積パラメーター＝の中央粒径値Mdφ・分級値（7φ・歪度（Zφの等値線の平面分布は
Fig. 4 に示されている．
　Ｍ（ｊφ値は0.16φ～1.58φにわたっており，最大の1.5φ値の平面分布は，当海域南端
のSt. B3にみられ, 1.0φ値μ中部から南部にかけて存在する. 0.5φ値は南西から北
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東部にかけて分布している. 0.2 0値は北端付近にある．
　これらの各等値線は，満塩(1965 a）の分布図によく接続されるが，ここでは図示していない･
　（7φ値は0.55～1.08で，かなり分級が悪く，これらの値の平面分布については, 1.0値は南西
部のSt. B7付近にある. 0.8値は，北部のSt. Al,南西部および中央部の３ヵ所に分
かれて分布している. 0.7値はこれらの間に複雑に分布しており／最小の0.6値はSt. A3付
近にある．αφ値は0.09～-0.29の間にあり，負の方にdeviateしているものが多い．この
平面分布については，0値は当海域の北東部にあって東方に開いている．他はすべて負の値をとり，
－O.a値線は中部から南東方にかけて分布している.－0.1値は，－0.2値をとりまいている．
　Ｄ．含篠量・含砂量・含泥量
　各底質を構成する印・砂・泥の各含有量は和ｇ． ５ に示されている．
　含印量は，最大の10％線が当海域北部のSt. Al･に存在している．５％線は北部および中央
部をS字状に曲って分布し，また，南東端のSt. B2にもある．３％線も中央部から西部にう
ねって分布しており，また, St. B2付近にもある．１％線は南西部と東部に細長く分布してい
るし, St. A8にも小分布がある．
　含砂量は泥が0.6 %以下にしか含まれていないために，含印量の等値線とほぼ逆の分布を示して
いる．最小の90％値は北端部に存在しており，最大の99％線は南部・北西部と中央から凍部にかけ
ての３ヵ所にある．中間の95％線は南東端，および，北部から中西部にかけて分布している．
　含泥量は前述のように0.6％以下であり，平面‾分布では0.5％線が南西部に存在している.
0.2％線もこれをとりまいて，ほぼ半円状にある．他はすべてＯ％である．
　Ｅ．堆積パラメーター間の関係
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Fig. 6. Interelationship among sediments parameters.
－ゝ
，堆積パラメーター間の相関関係につ
いては, Fig. 6に示されている．こ
れから明らかなように,当海域の底質
,ではMdφ　と（7φはあまり関係
がないようであるが，αφではＭ
ｄφが１φ近くになると最小値を
とる．
　津屋崎北方（満塩, 1981)　・芥屋
　（満塩,1982)のこれらの値も同様に
Fig. 6 に示しているが，両者は狭い
範囲に集中しているのに反し，当海域
のものは広範囲に広がっている．また，
福岡湾々口部（満塩, 1983)や野北付
近(Mitsusio, 1983)のものは，当
海域のものよりさらに広範囲に分散し
ている･．
極浅海域の底質，その５，唐津湾沖海底谷の末端部（満塩）
F.含篠量と堆積パラメーターの関係
各堆積物の含喋量と堆積パラメーターとの関係はFig. 7に示されている．
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　　　　　　Fig. 7. Relationship between gravel content and sediments parameters.
　含喋量が小さくなると，Mdφ値は大となっ’て堆積物は細粒となる．同様の傾向を示すものは，
糸島沖（満塩, 1965 a）・津屋崎沖（満塩, 1965 b）・野北(Mitsusio, 1983)などの順序にみ
られる.
　（7φ値については，含疎量が大きくなると，値が大き,くなって分級が悪くなる傾向がみられる．
これは前述の他海域の例ほどははっきりしていない.
　αφ値はここでは含疎量とそれほどはっきりした関係がみられないが，他海域の例では，含疎
量が小さくなると（Zφの絶対値は小となり，逆に大きくなると，これは正と負にdeviateし
ていく．
　Ｇ．水深との関係
　水深に対する堆積パラメーターおよび含篠量との関係は, Fig. 8示されている．
　本図から明らかにされたように，水深が大となれば，Mdφ値は大となって分級がよくなる．
同様の関係は，糸島半島（満塩, 1965 a）や津屋崎沖の旧期堆積物を除いたものにもみられる（満
塩1965 b）.しかし，あまりにも浅い所では，水深との関係はない（たとえば，芥屋沖・津屋崎北
方・野北沖・福岡湾々口部など）．
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　(･φ値については，水深が大となると，これはおおむね大ぎくなって分級が悪くなる．糸島沖
の底質（満塩, 1965 a）も同様の傾向を示す．これは，当海域では海底盆中の複雑な流れの影響の
ために，中粒砂であるにもかかわらず分級が悪いのであろう．‘
　水深が大となれば，αφ値は負に小さくなる傾向がある．その他の海域ではあまりはっきりし
た傾向がみられない．
　いっぽう，水深と含陛量との関係については，前者が大となると後者は小となる．すなわち，深
くなるほど疎の量は少なくなっていく傾向がある．
　Ｈ．貝類遺骸分布　　　　　　　　　　　　　　　　　　，･
　当海域の底質中の貝類の個体数分布はTab. 4とFig. 9に示されている．
　まず全体の個体数の総量は251個あり，これらの平面分布をみると，西方のSt. A4では
61個で最大個数である.20個の分布線は, St. A4をとりかごんで，当域北西部に存在してい
る．北東部はおおむね15個以上分布している.10個線は中央部から南西部にかけて分布していて，
５個線も，これをとりまいてさらに南西方にある．底質としては全般的に粗粒砂中に多く存在して
いる．
　次に，巻貝類・二枚貝類およびツノ貝類にそれぞれ区分した分布図は, Fig.」Oに示されてい
る．巻貝類は東部のSt. A6が最も多く，17個みられる．５個の分布線は当域全域にみられる．
２個線は南西部にあり, St. B3・B4 とSt. A7には全くない．
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Fig. 9. Distribution of the total numbers of moUuscan shells in the sediments.
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　二枚貝類は全体個数の分布とほぼ一致している．西端のSt. A4には53個もあり，さらに東の
St. Blには19個存在する.10個の線は南東のSt. B2と北東部，および20個線をとりまく
部分に存在している．５個線は北東から南西にかけてあるに南端のSt. B3には全くみられな
いが，これはいわば谷底にあたる所で，貝類遺骸が運ばれてこないためであろう．
　ツノ貝類は全体で12個のみであり，北方のSt. A8に最大の４個が分布している．１個線は
中北部および南西方のSt. B7に分布している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　ご
　●　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　ヽ･ｉ　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　，１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩＶ．お　わ　り　に
　唐津湾北方沖合の「唐津湾沖海底谷」の末端部付近（最深部約48m)の海底地形・底質・貝類遺
骸などの調査結果，次のようなことが明らかになった．
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Fig. 11. Distribution of the bottom sediments off the Itoshima peninsula.
　　　　　　St,station　R, rock CS, coarse sand MS, medium sand
　１）当調査海域は糸島半島沖の燈台瀬西方に位置し，「唐津湾沖海底谷」の末端にあたり，ここ
からは18個の底質が採集された．これらはいずれもかなり分級の悪い粗粒砂，および中粒砂からなっ
ている．
　２）中粒砂は主として海底谷末端部に存在し，粗粒砂はその他の部分に分布している．深度が深
くなると，Mdφ値が大きくなって細粒となる．これと糸島半島沖の底質分布図を総括すれば
Fig. 11 のようになる．
　３）含膝量は北部に大きく，南方に小さくなる．また，含膝量が小となれば，Mdφ値大となっ
て細粒になる．
　４）貝類遺骸は北西部で最も多く，東部および南部に減少していき，細粒砂の分布する海底谷中
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で最小となり，南端(St. B3)でＯとなる.　　　　　　　　　｀1
　次はその６として，「唐津湾内引津肢湾」の底質についで述べる予定である．
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